
p16広報あいなん

今
年
も
研
修
会
や
り
ま
す

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

８
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す

四
国
電
気
保
安
協
会
か
ら

　
昨
年
８
月
の
あ
い
な
ん
小
児
医

療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
続
き
、
今
年

も
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
正
光
会

御
荘
病
院
院
長
の
長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
震
災
」
と

「
地
域
医
療
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

講
演
を
行
う
予
定
で
す
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
に
限

ら
ず
、
町
民
の
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
「
あ

い
な
ん
『
小
児
医
療
』
を
守
る

会
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、
小
児
医

療
だ
け
で
な
く
愛
南
町
全
体
の
医

療
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
程
は
、
９
月
28
日
（
土
）
、
御

荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
（
託

児
も
あ
り
ま
す
。
）
。
来
月
号
で
は

も
う
少
し
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま

す
ね
。

　
さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

活
動
用
に
使
う
「
守
る
会
エ
プ
ロ

ン
」
を
作
り
ま
し
た
。
守
る
会
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
Ｍ
―

Ｚ
Ｏ
君
が
入
り
、
と
っ
て
も

良
い
仕
上
が
り
で
す
。
早
速
、
７

月
６
日
に
行
わ
れ
た
「
城
の
辺
笹

ま
つ
り
」
の
か
き
氷
屋
台
で
使
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
エ

プ
ロ
ン
姿
で
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
守

る
会
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す

の
で
Ｍ
―

Ｚ
Ｏ
君
と
も
ど
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
長
時
間
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
間
に
ホ
コ
リ
が
た
ま
り
、
湿
気

を
お
び
る
と
プ
ラ
グ
が
突
然
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
い
い
ま
す
が
、
火
災

の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
プ
ラ
グ
は
と
き
ど
き

点
検
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
電
気
安
全
の
ご
相
談
は
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　（
一
財
）四
国
電
気
保
安
協
会 

愛
媛
支
部（
城
辺
事
業
所
）  

℡
７
３
―

１
２
５
６

お知らせ

え
ひ
め
国
体
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

　
愛
媛
県
で
は
、
平
成
29
年
に
開
催
さ
れ
る

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ（
歌
詞
・
曲
）

※
歌
詞
の
み
、
又
は
曲
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
締
切
　
平
成
25
年
９
月
30
日（
月
）

応
募
資
格
　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
に
限
り
ま
す
。

応
募
先
　
〒
７
９
０
―

８
５
７
０
　
松
山
市
一
番
町

４
丁
目
４
番
地
２ 

第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
事
務
局
　
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
募
集
係

賞
金
　
採
用
作
品
１
点
に
30
万
円（
中
学
生
以
下
に

は
賞
金
相
当
額
の
図
書
カ
ー
ド
）

　
こ
の
ほ
か
、
応
募
者
の
中
か
ら
10
名
に
抽
選
で
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.e
h
im

e
k
o
k
u
ta
i2
0
1
7
.

jp
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
県
庁
国
体
総
務
企
画
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
７
３
３

お知らせ

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

a
ina
n.m
a
m
oru@

g
m
a
il.com
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『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開
始
し
ま
す

気
象
庁
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

医
療
費
未
納
金
納
付
の
お
願
い

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

　
気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
津
波
、
高

潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ

れ
が
あ
る
時
に
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
加

え
、
よ
り
甚
だ
し
い
大
雨
や
大
き
な
津
波
等

が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
発
生
の
危
険
性

が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
、
特
別
な
警
戒
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
８

月
30
日（
金
）か
ら
新
た
に
「
特
別
警
報
」
を

発
表
し
ま
す
。
特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現

象
は
「
東
日
本
大
震
災
」
、
我
が
国
の
観
測

史
上
最
高
の
潮
位
を
観
測
し
た
「
伊
勢
湾
台

風
」
の
高
潮
、
紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
「
平
成
23
年
台
風
第
12
号
」
の

豪
雨
等
が
該
当
し
ま
す
。

　
特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住
ま
い
の
地

域
は
数
十
年
に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常

に
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況

や
、
避
難
指
示
・
勧
告
等
に
留
意
し
、
た
だ

ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。
早
め
早
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ

な
た
や
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

://w
w
w
.jm

a
.g
o
.jp

/jm
a
/k
ish

o
u
/

k
n
o
w
/to

k
u
b
etsu

-k
eih

o
/in

d
ex

.h
tm

l)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
気
象
庁
松
山
地
方
気
象
台
防
災

業
務
課 

℡
０
８
９
―

９
３
３
―

３
６
１
０

お知らせ

　
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
独

身
男
女
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に

各
地
で
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
更
な
る
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
現

在
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
く

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
通
じ
て
、

幸
せ
な
結
婚
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
愛
の

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
役
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
に
応
募

さ
れ
る
方
を
対
象
に
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

（
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。）。

◆
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

日
時
　
８
月
25
日（
日
）　
10
時
〜
12
時

場
所
　
大
洲
喜
多
法
人
会
２
階
会
議
室

※
東
・
中
予
地
区
で
も
開
催
し
ま
す
。
会

場
、
申
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
サ
イ
ト

　（h
ttp

://w
w
w
.m

sc-eh
im

e.jp

）

携
帯
サ
イ
ト

　（h
ttp

://w
w
w
.m

sc-eh
im

e.jp
/m

/

）

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
０
８
９
―

９
３
３
―

５
５
９
６

お知らせ

　
現
在
、
南
宇
和
病
院
で
は
常
勤
医
師
が
８

名
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
の
県
立
病
院
等
の

先
生
方
に
支
援
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
診
療
の
対
価

と
し
て
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
電
話
や
文
書

に
よ
る
督
促
を
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
私
一
人
く
ら
い
払
わ
な
く
て
も
」、「
支

払
い
や
病
院
に
行
く
の
が
面
倒
く
さ
い
」
と

い
っ
た
理
由
で
お
支
払
い
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め

に
、
一
定
期
間
連
絡
が
な
い
患
者
さ
ん
や
悪

質
と
認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
未

納
金
の
回
収
業
務
を
法
律
事
務
所
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
高
額
医
療
費
の
貸
付
」
、
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
な
ど
の
各
種
扶
助
制
度
や

平
日
診
療
時
に
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
場
合
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
等
の
方
法

も
あ
り
ま
す
の
で
、
会
計
窓
口
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
24
時
間
体
制
で
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
る

当
院
で
す
が
、
赤
字
の
原
因
と
な
る
医
療
未

納
金
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
未
納
額
が
減
少

す
る
よ
う
に
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
県
立
南
宇
和
病
院

 

℡
７
２
―

１
２
３
１

お知らせ
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無
料
労
働
相
談
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
媛
県
労
働
委
員
会
か
ら

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

愛媛県イメージアップ

キャラクター「みきゃん」

え
ひ
め
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
３
を
開
催
し
ま
す

愛
媛
大
学
か
ら

　
愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
、
愛

媛
地
域
防
災
力
研
究
連
携
協
議
会
の
主
催
に

よ
り
、８
月
20
日（
火
）、ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
・

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
「
え
ひ
め
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
３ 

―
最
大
犠
牲
者
数
１
万
２
千

人
に
備
え
る
―
」
を
開
催
し
ま
す
。「
防
災
」・

「
減
災
」
に
は
、
皆
様
の
防
災
意
識
の
向
上

が
必
須
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
内
容

・
基
調
講
演
　
「
四
国
地
震
防
災
基
礎
戦
略

の
推
進
に
向
け
て
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
つ
い
て
」

　
講
師
　
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
長

　
川
﨑
正ま

さ

彦ひ
こ

氏

・
四
国
防
災
八
十
八
話
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
優
秀
作
品
の
紹
介

　
愛
南
町
立
各
小
学
校
児
童
に
よ
る
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
、
審
査
員
特
別
賞
作
品
の
発
表

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
『
巨
大
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
、「
防
災
啓

発
」、「
迅
速
避
難
」、
そ
し
て
、「
地
域
防
災

力
の
向
上
」』
（
パ
ネ
リ
ス
ト
　
県
下
20
市
町

の
市
長
、
町
長
ほ
か
）

◆
参
加
費
無
料
　
※
参
加
に
は
申
込
み
が
必

要
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
愛
媛
大
学
社
会
連
携
支
援
部
社
会
連
携
課

 

℡
０
８
９
―

９
２
７
―

８
９
７
４

お知らせ

　
突
然
の
解
雇
、
賃
金
の
切
下
げ
、
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

　
労
働
委
員
会
は
、
公
正
・
中
立
的
な
立
場

で
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
図
る
た
め
の

専
門
機
関
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

事
務
局
職
員
相
談
（
電
話
又
は
面
談
）

　
平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
※
随
時
受
付

委
員
相
談
（
面
談
）

　
原
則
、
毎
月
第
２
、
第
４
金
曜
日

　
14
時
30
分
〜
17
時

　（
12
月
の
み
第
３
金
曜
日
に
行
い
ま
す
。）

　
※
事
前
予
約
制
、
先
着
３
名
程
度
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
愛
媛
県
労
働
委
員
会
事
務
局

 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
９
６

お知らせ

【
一
般
曹
候
補
生
】

受
験
資
格
　
18
歳（
高
卒
見
込
み
含
む
。）

　
　
　
　
　
か
ら
26
歳
ま
で
の
方

第
一
次
試
験
日
及
び
試
験
地 

　
９
月
16
日（
月
・
祝
）　
午
前

　
　
宇
和
島
市
役
所

　
９
月
17
日（
火
）　
午
前
　
松
山
市
内

【
自
衛
官
候
補
生
】

受
験
資
格
　
18
歳（
高
卒
見
込
み
含
む
。）

　
　
　
　
　
か
ら
26
歳
ま
で
の
方

筆
記
試
験
日
及
び
試
験
地

　
９
月
16
日（
月
・
祝
）　
午
後

　
　
宇
和
島
市
役
所

　
９
月
17
日（
火
）　
午
後
　
松
山
市
内

　（
女
子
）　
９
月
22
日（
日
）　

　
　
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

【
航
空
学
生（
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
）】

受
験
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
。）

　
　
　
　
　
で
21
歳
未
満
の
方

第
一
次
試
験
日
及
び
試
験
地

　
９
月
21
日（
土
）　

　
　
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

※
い
ず
れ
の
種
目
も
受
付
締
切
日
は
９
月
６

日（
金
）で
す
。

問
合
せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

 

℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１

お知らせ

労働相談・あっせん

無料でしよるけん。
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　～ 便利。 ～

愛
南
警
察
署
協
議
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す

愛
南
警
察
署
か
ら

－あいなん音故地新－
　“便利”ってなんやろうね。この頃よく考える。昔より便利なものはたくさん増えて、時

間にゆとりが生まれてもおかしくないはず。家事ひとつとっても、洗濯機に掃除機、食器

洗い機。それでお母さんの仕事が減ったのか、っていうとそうじゃない。空いた時間にま

たいろんなことを詰め込んで、忙しさを凝縮した毎日をバタバタと送ってる。便利をお金

で買って、そのために働いて、昔よりも窮屈な生活を送ってる。年中無休の24時間営業

のコンビニでは、お正月もお盆も休まず働いて、大切な一日を家族と離れて過ごしてる。

“便利”ってなんなんやろね。息切れしてしまいそうや。ひとつのことに時間をかけて向き

あって、それを“不便”って言うんかもしれんけど、心は

穏やかで過ごせる気がする。そんな気がする。

（テノヒラkiku） kikuさんのプロフィール

　アコースティックバンド「テノヒラ」の

ボーカルとして、東京を拠点に全国で活躍

中。城辺小～城辺中～南宇和高校出身

難
病
患
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
17
年
６
月
か
ら
難
病
患

者
交
流
会
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
交
流
会
に
は
家
族
の
方
も
参

加
さ
れ
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
難
病
で
お
困
り
の
方
と
そ
の
ご
家
族

日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
13
時
30
分
〜
16
時

場
所
　
愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー

※
交
流
会
に
参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
愛
媛
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
０
８
９
―

９
１
７
―

８
７
８
４

お知らせ

　
前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
６
月
１
日
付
け
で
新
た
に
次
の
６
名

の
方
が
愛
南
警
察
署
協
議
会
委
員
と
し
て
愛
媛
県
公
安
委
員
会
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
警
察
署
協
議
会
は
県
下
16
署
に
設
置
さ
れ
、
委
員
は
地
域
を
代
表
し

て「
地
域
の
安
全
に
関
す
る
意
見
や
要
望
」を
警
察
署
長
に
提
言
し
ま
す
。

　
警
察
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
の
あ
る
方
は
、
愛
南
警
察
署

又
は
地
域
の
愛
南
警
察
署
協
議
会
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
委
員（
任
期

：

平
成
25
年
６
月
〜
２
年
間
）

会
　
長
　
安
岡
昌ま

さ

彦ひ
こ（

城
辺
甲
）　
委
　
員
　
細
川
時と

き

史ふ
み（

家
　
串
）

会
長
代
理
　
小
林
孝た

か

子こ

（
一
本
松
）　
委
　
員
　
野
田
友ゆ

香か

子こ

（
御
荘
平
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
釣
井
正ま

さ

彦ひ
こ（
中
　
浦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
渡
邊
壽ひ

さ

榮え

（
下
久
家
）

問
合
せ

　
愛
南
警
察
署 

℡
７
２
―

０
１
１
０

お知らせ


